
           国際ロータリー 第２８００地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＵＲＬ：ｈｔｔｐ／／ｗｗｗ．ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ       Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ 

四つのテスト  1 真実かどうか   2 みんなに公平か   3 好意と友情を深めるか   4 みんなのためになるかどうか 

平成２６年３月２５日（火曜日） 第２，５６１回      ゲスト卓話 

【月間テーマ】 識字率向上月間      ＜例会報告NO.34＞     新入会員卓話 長井商工会議所 塚田 弘一会員 

                  

☆会長挨拶（尾形 和夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは 

今日は、ロータリーの友 3 月号に掲載されております「卓

話の泉」より、フリーアナウンサー（魚住りえさん）の

「心に響く話し方」を紹介します。 

聴衆の前で言葉を届ける話の仕方「音の演奏法」には、

五つのポイントがあるそうです。一つ目は、伝えたい言

葉や文章のところで音を高く出すことです。一番伝えた

い部分を他よりも高い音で話すだけで、その部分が聴衆

に届くそうです。二つ目は、浮き立たせたい部分をゆっ

くり話すということです。緩急を付けると、ゆっくり話

した部分がぐっと引き立ちます。三つ目は、目立たせた

い単語は、音量を上げて話すということです。そして、

際立たせたい部分だけ少し音声を上げるとより効果的で

す。四つ目は、間を取ることです。引き立てたい部分の

前に二秒くらいの間を取ると、聞いている人は何かあっ

たのかな、という不安から話手に注意を向けられ、後に

発した言葉を皆が覚えてくれるということです。 

そして、五つ目は声色です。伝えたい言葉を、人の心に

より響かせるためにも声色も変えることだそうです。緊

張しやすい方は腹式呼吸が効果的で、スピーチする時に

上がってしまったら腹式呼吸で息を整えると、次第に肩

の力が抜け気持ちが落ち着いてきます。そして、話もお

なかから声を出す腹式呼吸をすると、話しながら落ち着

き、しかも声も通りやすくなるそうです。つまり、腹式

呼吸をすると副交感神経の働きが高まり、人をリラック

スさせ、ゆったりと落ち着かせてくれるということです。 

今年度も残すところ３ケ月となり、会長挨拶はあと数回

となりましたが、魚住アナウンサーの「心に響く話し方」

を手本として話ができるように努めて参りたいと思いま

す。 

今日は、塚田弘一会員によります新入会員卓話を予定し

ておりますので、宜しくお願いします。以上で、会長挨

拶といたします。 

 

☆幹事報告 

 

・本日の例会終了後臨時の理事会を開催いたしますので、

理事の方は２階シャロアにてお集まりください。 

長井ロータリークラブ会長    尾形 和夫            第２８００地区ガバナー    新関 彌一郎 

長井ロータリークラブ幹事    遠藤 伴明            第６ブロックガバナー補佐   横澤 寿彦 

パストガバナー         渡部 保太郎 

例 会 日        毎週火曜日 12：15～13：15         例 会 場     タスパークホテル℡0238-88-1833 

事 務 局    長井商工会議所内  ℡0238-83-2047    会報委員 長澤修司・齋藤圭央・小野浩二 

 

２０１３－２０１４ 



☆委員会報告 

なし 

 

☆ゲスト卓話 

新入会員卓話 長井商工会議所 塚田 弘一会員 

 

 

 

７ページに会議所にお世話になる前の経歴が掲載して

います。 

市町村関係の地域課→農業経済課→商工課 

長井には一番最後に地場産センターの立ち上げに参加

しました。この建物を建てるきっかけに関わりました。 

観光課は６年携わりました。 

英語が一言もしゃべれない男が国際観光の部門に配属

されまして、何かないかと考えた。 

出羽三山の開山 1400 年を控えており、外国人に山伏の

体験を企画しました。 

誰を呼ぶかを考えまして、ジャパンタイムズ・読売な

ど東京に行って記事にしてくれとお願いに行きました。 

次の日から電話が鳴りやまず、びっくりしていたとこ

ろジャパンタイムズで記事にしてくれた。 

大学教授や大使館の方々ですぐに埋まりました。 

ジャパンタイムズで山形県の特集をしてくれたことも

あり、外国人の関心は私たちとは違うこと実感しました。 

 

よく観光といわれていますが、観光とは何かといこと

を紹介したい。 

国の光を見るといわれている。 

国の光（風景・その地域が平和であること）を他国か

ら来た客にお見せする。それがおもてなしである。→観

光協会の仕事 

国の光を見て歩く→他の地域を見てよいところを学ぶ 

孔子の政治の要点とはなにかというところより、 

「身近・地元の人が喜べば、それを聞いて他の人もそ

こによって来る」 

２５００年前と変わっていない。 

地域つくりの根幹 

 

長井の観光をどうするか 

あやめ、黒獅子があるがそれ以外の時にどうするか 

思いついたことをまとめました。 

つや姫は４０代から５０代のお金持ちの女性に向けた

戦略で考えました。 

的を絞っていかないとダメ 

どういう週刊誌を見ているのかということをマーケテ

ィング 

山形にもお金持ちからお金を落とすように考えた 

長井にもお金を時間がある人に来てもらいたい 

女性はグループで行動する 

 

先人の功績 

・上杉鷹山公 

・松下幸之助 

 ナショナルの製品を買った人は親戚 

 製品を売ることは娘を嫁に出すのと一緒 

・稲盛和夫 

 JAL の再建、意識改革 

 

山形は地域を否認する一番の場所 

いい面をさがす。 

戦術は得意だが、戦略は苦手 

仮説を立てる 

一度にはできないが、少しずつ広めていきたい。 

 

 

☆今後の例会予定 

4 月 

 1 日 新入会員卓話 

   NPO 法人さわやかサービス 大道寺 信 会員 

 8 日 ゲスト卓話 

   山形県議会 平 弘造 議員 

 15 日 会員卓話 

   広報・ICO 委員会 栗田 正彦 委員長 

 22 日 振替休会 

 23 日（水） 長井中央 RC 合同観桜会 

       はぎ苑新館 PM6：15 

 29 日 休日により休会 

 

 

 

 

＜早退届＞ 

・堺 清一 会員 

＜ニコニコ BOX＞ 

・伊藤 克也 会員 

財団の申請書が出来上がりつつあります。 

尾形会長自ら会報をお配りしたことを感謝い

たします。 

・瀬尾 雅広 会員 

 塚田さんの卓話を楽しみにしていました 

・斎藤 喜内 会員 


